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LCDCWVC-01
5 インチ WVGA 800×480 タッチパネル付き TFT 液晶

RFF500B-AIW-DNS（RAYSTAR 社製）

取り扱い説明書
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■ 安全上のご注意

本装置（基板）をお使いになる人や機器へ実装される人への危害、財産への損害を未然に防

止するため、必ずお守りいただくことを次のように説明しています。

表示内容を無視して、誤った使い方や機器への実装を行ったときに生じる危害や損害の程度

を、次の表示で区分し、説明しています。

危険

警告

注意
お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明しています。

（下記は絵表示の一例です）




 危険



この表示欄は「死亡または重傷などを負う危険が切迫し

て生じることが想定される」内容です。

この表示欄は「死亡または重傷などを負う可能性が想定

される」内容です。

この表示欄は「傷害を負う可能性または物的損害のみが

発生する可能性が想定される」内容です。

このような絵表示は、してはならない「禁止」内容です。

このような絵表示は、必ず実行していただく「強制」内容です。

LCD が破損し、液晶が漏れた場合には液晶を吸い込んだり飲んだりしないで

下さい。もし、手や衣服等についた場合にはアルコール等で拭き取り、充分水

洗いをしてください。
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 警告




電源装置は必ず本マニュアルに沿った定格のものを使用してください。焼損、

火災などの原因となります。

設置に際しては、風通しの良い場所、および水濡れなどの危険性が無い場所を

選定してください。感電、漏電、焼損、火災などの原因となります。
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■ 実装、組み込み、ソフト設計上のご注意

本項は、LCDCWVC-01 及び付帯する液晶パネル、タッチパネルをお客様の装置へ実装、組

み込みされる場合の注意事項を述べています。

LCD 取り付け、プリント基板取り付け

● 偏光板、LCD 保護のため、なるべくパネル上に保護板を設けてください。

● LSI 搭載部には外圧が加わることのないように取り付けて下さい。

● LCD パネル、プリント基板等には、そり・ねじれが加わることのないように取り付け

て下さい。

● 設計において、窓枠開口部の大きさは有効表示領域以下の寸法にしてください。

● 有効表示領域外を製品外観として使用される場合、外観上の不均一性は保証外とさせて

頂きます。

● 液晶モジュールのフレームエッジ部にはバリがある場合が有ります。ケーブル等が接触

し、被覆に傷が付かないように充分配慮した設計をして下さい。

静電気に対するご注意

● CMOS-IC を使用しているため、取り扱い時には充分な静電気対策を行ってください。

● 取り扱い作業者の方は人体アース等の配慮をお願いします。例えばアースバンドの使用

等をお勧めします。

取り扱い上のご注意

● 湿度の高いところに長時間置かないで下さい。とくに 40℃以上の時には湿度が高くな

らないようにご注意願います。

● LCD 偏光板は傷つきやすいので取り扱いには充分注意して下さい。硬いもので当てた

り、押したり、こすったりしないで下さい。

● LCD 表示面が汚れた場合は、セーム皮等の柔らかいものに石油ベンジン等を少し含ま

せ軽く拭き取ってください。脱脂綿、ウエス等でも結構です。

● LCD 偏光板上に唾液や水滴が長時間付着したままにしておきますと、変形、変色、シ

ミ、退色につながることが有りますのですぐに拭き取ってください。

● LCD はガラスを使用していますので、落としたり、硬いものに当てるとカケ、ワレの

原因になります。

● 試験時の取り扱いでは絶対に結露させないでください。偏光板のシミ、汚れの原因にな
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ります。

動作上のご注意

● 仕様規格外の条件で使用すると、寿命劣化を早めたり、表示品位の劣化となる場合が有

りますので必ず規格内でご使用ください。

● 定格温度以下で使用すると、表示品質の低下、気泡の発生の原因となります。また、定

格温度以外では液晶の特性が変わり、元の状態に戻らないことが有りますので、必ず規格

内でご使用ください。

● 表示部を強く押すと異常点灯しますが、しばらく時間をおくか、電源を切って再度入れ

直していただくと正常に戻ります。

● 直流印可は液晶の劣化を引き起こします。CN6(LCD とのインターフェースコネクタ)

の接続はとくに注意し、部分的に非接触にならないように注意してください。

保存上のご注意

● LCD を保管、保存する際は温度、湿度が高くならないように充分注意してください。

特に長時間保管する際は、直射日光や蛍光灯の光が当たらない暗いところに保管して下さ

い。

● LCD 単品、プリント基板単品で保管する際は、偏光板や LSI に他のものが当たらない

ようにご注意下さい。
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■ 保証、免責事項

保証

 本製品は、量産などの目的から、性能ならびに信頼性を保証するために、お客

様と納入仕様書を交わす場合があります。納入仕様書に記載された事項につい

て保証いたします。

 独自に改造された場合は、保証をいたしかねますので、ご注意ください。

免責事項

下記の場合は製品および製品に起因して生じた事故、損傷について弊社では責任を

負いかねますのでご了承ください。

 本取り扱い説明書に規定された値を越えて使用した場合。

 弊社が納入した製品以外の他社製品が原因で弊社の製品が故障したり、損傷を

受けた場合。

 弊社が指定した以外の補修用部品の使用による保守および修理がおこなわれた

場合。

 本取り扱い説明書に記載されている注意事項や操作方法を守らなかった場合。

 本取り扱い説明書に記載されている電源、設置環境など本装置の使用条件を逸

脱した周囲条件で使用した場合。

 火災、地震、水害、落雷などの天災に起因する場合。

※部品仕様および外観は、改良のため予告なしに変更することがありますのでご了

承ください。但し、やむを得ない理由でお客様と取り交わした取り付け寸法と電気

的インターフェース仕様を変更せざるをえない場合は、事前にお知らせし、協議の

上決定します。
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■ 製品の概要、特長

1. 添付品（無し）

2. 別売品

弊社のホームページを御確認ください。

3. 基板各部コネクタ、部品の名称と働き

(1) CN2 J-Linkデバッガー用コネクタ。

(2) CN3 RS-232C接続及び、+5.0V電源供給用コネクタ。

(3) CN5 USBメモリ用コネクタ。

(4) CN6 TFT（WVGA）LCDへの接続コネクタ。

(5) CN7 I/Oコネクタ

(2)

(1)
(3)

(4)
(5)
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4. 使用目的、用途

LCDCWVC-01はRAYSTAR社製のTFTカラーLCD表示モジュールRFF500B-AIW-DNSのコントローラボ

ードです。

また、その他のメーカーの液晶とも接続可能です。詳細は、「基本仕様 2.対象LCDモジュー

ル」を御参照下さい。

ブロック図、及び構成は下図をご参照下さい。
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5. 主な特長

 コマンド駆動型LCDコントローラ KS-WVCT-I1を搭載しています。

 RS-232C×1回線を標準搭載済みです。

 RS-232Cのコマンド（命令）だけで駆動（ドット、直線、矩形描画等）できます。

 USBメモリにより、最大8,192画面のビットマップ画像が描画できます。

 フェードイン/フェードアウト機能があります。

 I/Oポートを設けています。

 低消費電力機能があります。

 画素ごとに65000色を表示することが出来ます。

 タッチパネルデータは、押した場所の情報がダイレクトに10bitデータで読み出し可能

です。

 16ドットフォントは、LCDコントローラ内部に内蔵されています。

 24ドットフォントは、シリアルフラッシュメモリに書き込まれています。

 120mm×70mm (ケーブル類の突起含まず)と小型、軽量。
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■ 基本仕様

1. 電気的仕様

―――― LCDC部 ――――

●対象LCDモジュール RFF500B-AIW-DNS（RAYSTAR社製）その他

●対象タッチパネル 上記液晶標準装備

●対象LCDコントローラ KS-WVCT-I1（ケニックシステム製）

ルネサスのCPU（型番：R7FS5D97E3A01CFC#AA0）

を使用

●対象バックライトインバータ LEDバックライトなので不要

●フレームバッファ 前景10ページ、背景1ページ

●色表現 65000色

●SDRAM（フレームバッファ） IS42S16800F-6TLI (ISSI社製)他

●Serial-Flash-ROM MT25QL512ABB8ESF-0SIT (Micron社製)他

●漢字フォント JIS第一、第二水準（16dotフォント、24dotフォ

ント）

●RS-232C 1CH実装済み

―――― その他 ――――

●供給電源仕様 5.0V単一 2.0A MAX

CPUボード定格電圧 5.0V±0.25V

CPUボード消費電流 170mA（通常状態）

CPUボード消費電流 50mA（低消費電力状態）

ただし、液晶、USBメモリを含まず及び

I/O未接続

●動作環境 -20℃～70℃（USBメモリを接続して御使用する

場合は、USBメモリの動作温度範囲内で御使用下

さい。）

●外形寸法 120×70×14.3mm（ケーブル類の突起を含まず）

約42g
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2. 対象LCDモジュール

RFF500B-AIW-DNS（RAYSTAR社製）以外に、以下のLCDモジュールにも対応しています。

メーカー 型番 LED IF[mA]

MAIHAI社 AWY-800480T70P15 180

WINSTAR社 WF50BTIAGDNT0# 60

Zettler社 ATM0500D19-T 40

ただし、液晶によって、順方向電流IFが上記の様に異なります。

本ボード上のショートピンJ3[IF1], J4[IF2], J5[IF3], J6[IF4]によって、LED電流の設定を

変更できます。

メーカー 型番 J3[IF1] J4[IF2] J5[IF3] J6[IF4]

MAIHAI社 AWY-800480T70P15 オープン オープン オープン ショート

WINSTAR社 WF50BTIAGDNT0# ショート ショート ショート オープン

Zettler社 ATM0500D19-T ショート ショート オープン オープン

注）MAIHAI社 AWY-800480T70P15の場合、電流検出抵抗の実装が必要となります。

本ボードは、工場出荷時、以下の様になっています。

メーカー 型番 J3[IF1] J4[IF2] J5[IF3] J6[IF4]

RAYSTAR社 RFF500B-AIW-DNS ショート ショート ショート オープン
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3. ショートピン、スイッチ等の仕様

(1) J1 [XD] タッチパネルのX方向データ切り換え用

ショートすると、タッチパネルのX方向データを反転します。

(2) J2 [YD] タッチパネルのY方向データ切り換え用

ショートすると、タッチパネルのY方向データを反転します。

(3) SW1 4bitディップスイッチ

①RS232Cボーレート設定

SW1の番号 NO.2 No.1

ボーレート(bps)

9600 ON ON

19200 ON OFF

38400 OFF ON

115200（工場出荷時） OFF OFF

②DCLK（ドットクロック）極性設定

No.4 DCLK（ドットクロック） 備考

OFF 立下り 工場出荷時

ON 立ち上がり

詳細につきましては、「KS-WVCT-I1ハードウェアマニュアル」を御参照ください。

NO.3は未使用ですので、OFFのまま御使用下さい。



14/18

4. ＣＮ２ J-Linkデバッガー用コネクタ信号表
ピン番号 信号名 機能

1 VTref リファレンス電圧 +3.3V

2 SWDIO/TMS JTAG TMS

3 GND GND端子

4 SWCLK/TCK JTAG TCK

5 GND GND端子

6 SWO/TDO JTAG TDO

7 NC

8 TDI JTAG TDI

9 NC

10 nRESET リセット

使用コネクタ：FTSH-105-01-L-DK（Samtec）

5. ＣＮ３ RS-232C接続用コネクタ信号表
ピン番号 信号名 機能

1 VCC 電源供給端子 +5.0V

2 NC

3 TxD RS-232C 送信

4 RTS# RS-232C 送信リクエスト

5 RxD RS-232C 受信

6 GND RS-232C シグナルグランド

7 GND 電源供給端子 GND端子

使用コネクタ：B7B-XH-A（LF）(SN)（日本圧着端子製造株式会社）

適合コネクタ：XHP-7 （日本圧着端子製造株式会社）

6. ＣＮ5 USBメモリコネクタ信号表
ピン番号 信号名 機能

1 VBUS +5V電源端子

2 D- USBバスのD-データライン

3 D+ USBバスのD+データライン

4 GND GND端子

5 FG FG端子 コネクタの取り付け金具をGNDに接続

6 FG

7 FG

使用コネクタ：105057-0001（モレックス）
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7. ＣＮ６ LCD接続用コネクタ信号表
ピン番号 信号名 機能 ピン番号 信号名 機能

1 LEDK(-) LEDバックライトカソード側 21 B0 青データ信号(LSB)

2 LEDA(+) LED バックライトアノード側 22 B1 青データ信号

3 VSS GND 端子 23 B2 青データ信号

4 VCC 電源入力（+3.3V） 24 B3 青データ信号

5 R0 赤データ信号(LSB) 25 B4 青データ信号

6 R1 赤データ信号 26 B5 青データ信号

7 R2 赤データ信号 27 B6 青データ信号

8 R3 赤データ信号 28 B7 青データ信号(MSB)

9 R4 赤データ信号 29 VSS GND 端子

10 R5 赤データ信号 30 DCLK クロック信号

11 R6 赤データ信号 31 DISP DISP信号

12 R7 赤データ信号(MSB) 32 HSYNC HSYNC信号

13 G0 緑データ信号(LSB) 33 VSYNC VSYNC 信号

14 G1 緑データ信号 34 DE DE 信号

15 G2 緑データ信号 35 NC

16 G3 緑データ信号 36 VSS GND端子

17 G4 緑データ信号 37 XR タッチパネル XR 信号

18 G5 緑データ信号 38 YL タッチパネル YL 信号

19 G6 緑データ信号 39 XL タッチパネルXL信号

20 G7 緑データ信号(MSB) 40 YU タッチパネルYU信号

使用コネクタ：XF2M-4015-1A-R100（オムロン）
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8. ＣＮ7 I/Oコネクタ信号表
ピン番号 信号名 機能 ピン番号 信号名 機能

1 VCC1
+5.0V接続端子

28 P508

汎用入出力ポート
2 VCC1 29 P600

3 VCC2
+3.3V 接続端子

30 P708

4 VCC2 31 P806

5 GND
GND接続端子

32 GND
GND接続端子6 GND 33 GND

7 P310

汎用入出力ポート

34 AVCC
アナログ VCC(+3.3V)8 P208 35 AVCC

9 P209 36 AVSS
アナログGND10 P204 37 AVSS

11 P206 38 P014
汎用入出力ポート

12 P207 39 P010

13 GND
GND接続端子

40 P007

入力専用ポート

14 GND 41 P006

15 P407

汎用入出力ポート

42 P005

16 P408 43 P004

17 P409 44 P003

18 P410 45 P002

19 P411 46 P015 汎用入出力ポート
20 P412 47 AVSS

アナログGND21 P413 48 AVSS

22 P414 49 GND

GND接続端子

23 P415 50 GND

24 GND
GND接続端子

51 GND

25 GND 52 GND

26 P506
汎用入出力ポート

53 GND

27 P507 54 GND

使用コネクタ：04-6240-054-005-800+（京セラエルコ）
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9. 周辺部品の選定、及び準備

(1) 主電源装置の選定

電源電圧：5.0V±0.25V

消費電流：2.0Ａ MAX

立ち上がり速度：300mS以内

リップルノイズ：150mV以内

(2) 各ユニットの接続について

各ユニットとの接続につきましては、スタータキットマニュアルをご参照ください。

ケーブル長は必要最小限にしてください。不用意に長いケーブルで接続しますと、転送ス

ピードの低下やノイズ混入を招く恐れがあります。

(3)電源投入について

電源投入前に、接続の確認を良く行ってください。中途半端なコネクタ接続は、部品の故

障を招く場合があります。

10. 本製品に関する技術資料

本製品に関する技術的な基本ノウハウは、随時以下のケニックシステムホームページで掲

載してまいります。是非ご活用ください。

http://www.kenic.co.jp/
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11. ボード寸法図


